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● 画像処理技術「Image Intelligence」 
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 CT 撮影について施設基準に適合している保険医療機関において、冠動脈の CT 撮影をおこなった場
合、所定点数に冠動脈 CT 撮影加算を保険収載できるようになり数年が経過しました。多くの施設で多
列検出器 CT 装置を利用して心臓 CT 撮影をおこない、冠動脈、心機能を評価する機会が増えています。
VINCENT を導入している御施設では主に以下の解析アプリケーションを利用しています。 
・ 冠動脈解析（CT） 
  ・ 心機能解析（CT） 








また、心臓 CT 画像と同一患者様の心筋 SPECT 画像とのフュージョン画像の生成も簡便におこなえ
ます。冠動脈解析（CT）で心臓、冠動脈を抽出後、心臓フュージョンを起動することにより、簡易的に
CT と心筋 SPECT 画像を位置あわせたフュージョン画像を表示します。 
形態情報の観察に適している CT 画像と心機能を観察する SPECT 画像の両画像の長所を合成した画
像を表示でき、全体像の把握をおこなえる３D 表示や、血管毎のフュージョンをおこなうストレート
CPR、ストレッチ CPR 表示に対応しています。 
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 冠動脈疾患を有する患者様が、腎機能の低下、および様々な理由により造影剤を用いた冠動脈 CT 検
査をおこなえないことがあります。その場合、冠動脈の形態を観察するために 
















































図８ [パノラマ CPR]ステージ 
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 ○ 頭頚部領域における最新技術 
 



















トラクトグラフィーは、複数の DWI 画像から得られた DTI 画像から FA 値、及び異方性拡散の方向
を計算し神経線維を描出します（図９）。 


























の 3D 画像の構築に莫大な時間を要しているのが現状です。 
開頭シミュレータ／テンソル解析の臓器抽出ステージでは、それらの課題を解決するべく、皮膚・骨・
脳表・血管等の抽出に、前述した画像認識技術「Image Intelligence」を利用しています。 
脳表は CT 画像、MRI の T1 強調画像に対して、富士フイルム独自の画像認識技術による自動抽出に












































































































図１８ 左上：腎臓 右上：腎動脈 左下：尿管、膀胱 右下：各臓器を合成した画像例 




























図１９ 左上 右上：マージンを指定したくりぬき領域の２D 表示、３D 表示  
左下 右下：腎動脈の血流支配領域の２D、３D 表示 
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・シミュレーションに適した表示方法 
 シミュレーションで利用する画像はボリュームレンダリング、サーフェス表示のいずれかを選択でき
ます。サーフェス表示は表面を強調し、かつなめらかに表示するため、各臓器の前後関係を明瞭に表示
できます。また領域内の血管を色分け表示する領域マップ表示が可能です。（図２０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・鏡視下シミュレータへのリンク 
別機能である鏡視下シミュレータを追加で起動することで、腎臓解析で抽出した各臓器のセグメンテー
ション結果をそのまま利用し、鏡視下手術用のポートプランニングをおこなえます。（図２１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２１ 鏡視下手術用のポートプランニング画像例 
 
 
 
 
図２０ 
左上：ボリュームレンダリング表示 
右上：サーフェス表示 
左下：領域マップ表示 
